
1 初デート　手汗止まらず　つなげない りのんぱ 54 門限の　時間ばかりが　気にかかり まるちゃん

2 手のひらが　びっしょりだった　初デート　 ナフタリン 55 好きだよと　言えるまで乗る　観覧車 やじろべー

3 一張羅　着こんでみたが　外は雨 ナフタリン 56 太っ腹 給料前に 誘いあり 落犀庵

4 デート中　スマホばっかり　触ってた ナフタリン 57 屋外は　コースに入れぬ　雨男 さごじょう

5 大き目の　傘を持たせる　初デート だじゃれまん 58 手を繋ぐ　街中ダメで　くるまOK 何故か斉藤

6 意見合う　今日は二人で　病院へ ポンタロウ 59 初デート　手に汗にぎる　冬の朝 匿名

7 赤い糸　父母の出会いは　紫煙かな おふくろう 60 ふゆがきた　ふたりくっつき　なかよしだ とものしん

8 ありのまま　見せたおかげで　初デート 怪傑もぐり３３世 61 週末仕事？　次出る言葉に　期待大 けろたん

9 子も巣立ち　新たな二人の　初デート さやまま 62 初めてのエクステ ネイル　彼のため けろたん

10 妻に腕　組まれ周りを　そっと見る ストローハット 63 待ち合わせ　向かう足元　リズム踏み けろたん

11 来てやった　貰ってやったと　今もじゃれ ストローハット 64 初デート　映画の主役は　彼でした けろたん

12 デートまで　両母親が　ついてきた 澄海 65 帰り際　またねと振る手が　いとおしく けろたん

13 メリゴラに　白馬の王子　現れる HIKA 66 遊園地　二時間待ちも　苦にならず けろたん

14 馬が合い　デートはいつも　競馬場 酒乱Ｑ 67 素うどんと　コーヒでデート　夫とは ひらめき子

15 恋人と　認められた日　ペアルック 酒乱Ｑ 68 起こすのが　もったいないほど　いい寝顔 ぷよまま

16 吸い殻の　数で知られた　待ち時間 酒乱Ｑ 69 周り見ず　二人の世界　それもいい むこう

17 初キッス　目と目が合って　的外れ 酒乱Ｑ 70 食洗機　妻はテレビと　デート中 ぶちの白馬

18 小さめの　相合傘で　距離縮み 酒乱Ｑ 71 初デート　わずかに指が　キスしてる ぶちの白馬

19 ちょっとボケ　茶飲みのネタに　今日も暮れ 風蛙 72 弁当が　ときめいている　初デート ぶちの白馬

20 手をつなぐ　いい年こいて　照れちゃいます ピノコ 73 買い物も　２人で行こう　手をつなぎ おじんがーＺ

21 動物園で　ヘビ見たあの娘　それっきり 赤とんぼ 74 待ち合わせ　少女の様に　妻笑顔 らくちゃん

22 初デート　「忘れた」言いつつ　覚えてる だいちゃんＺ！ 75 老デート　薬袋を　手に下げて らくちゃん

23 デートです　夫婦で一緒に　買物も だいちゃんＺ！ 76 うどん食べ　イオンに行って　またうどん まる

24 不器用な　デートの流れも　また個性 だいちゃんＺ！ 77 初訪問　ベッドの上で　ドッキドキ 若鳥丸

25 「デートして」　昔かわいく　今低音 だいちゃんＺ！ 78 初デート　手をつないだら　ベットベト 若鳥丸

26 待ち合わせ　している幸せ　遠い過去 だいちゃんＺ！ 79 初キッス　彼女の口びる　カッサカサ 若鳥丸

27 待ち合わせ　してたら元カノ　鉢合わせ だいちゃんＺ！ 80 待ち合わせ　早く来すぎた　初デート ゴン

28 アベックや　デートの響きに　弱い齢（よわい） だいちゃんＺ！ 81 ドキドキが　止まらないよね　初デート キルア

29 気取らない　デートは互いに　疲れません だいちゃんＺ！ 82 はじめての　デートがきみで　よかったよ ビリ

30 潤む目で　幾年ぶりの　手を握る 木漏れ日 83 なにしても　楽しいいつも　ふたりなら ゆうくん

31 再会の　駅へ歩幅が　広くなる 木漏れ日 84 前日に　あれこれ計画　その日雨 りょうちん

32 玉手箱　開けて再会　する惑い 木漏れ日 85 がんばって　ディナー予約　日にち違い りょうちん

33 彼が来る　日の俎板は　リズミカル 木漏れ日 86 息子との　デートが一番　パパごめん ぽん太

34 もう何度　ドアを見たろう　ティーショップ 木漏れ日 87 ウォーキング　両親揃って　デートタイム ぽん太

35 電話には　怖い父親　通せんぼ 西宮のフーコー 88 父さんと　夫婦に見られて　大ショック ぽん太

36 ３時間　待ったデートが　サファイア婚 春爺 89 「お姉さん？」　わかってるわよ　お世辞だって ぽん太

37 初デート　足取り合わず　手を借りる 共に歩む 90 「お父さん？」　彼氏の頭は　薄かった ぽん太

38 退職し　今再びの　プロポーズ 仁 91 「お姉さん？」　悪かったわね　フケ顔で ぽん太

39 スーパーで　嫁と二人の　デートする 仁 92 違うもの　頼んでふたりで　半分こ ぽん太

40 妻いつも　お酒を飲むと　太っ腹 やちん 93 豚肉の　脂身あなたの　皿に入れ ぽん太

41 オレ待たせ　笑顔で登場　なんでやねん やちん 94 映画館　出口ゲートで　待ち合わせ ぽん太

42 誘うのは　いいけど勘定　いつも僕 やちん 95 手が触れる　このドキドキ感　チーク不要 スナック菓子

43 デートした　延長線で　サファイア婚 果鈴糖 96 お約束　JAFはつきもの　遠出デート スナック菓子

44 助手席が　彼女じゃなくて　母でゴメン！ かすみ草 97 手を繋ぎ　子に冷やかされ　頬染める 鬼小町

45 息子との　公園デビュー　初デート かすみ草 98 初デート　繋ぐ手に汗　冬なのに 鬼小町

46 初めての　触れ合う心　ポッとする むこう 99 軽やかに　歩幅を合わす　ペアルック 酒乱Ｑ

47 何着よう？　「どれでも同じ」　八年目 みなまま 100 連れ添って　妻を財布に　して歩く カラスの行水

48 久しぶり　夫と二人　照れくさい みなまま 101 デートの日　傘を持たない　雨女 香月

49 母の手を　振り切り走る　すぐ転ぶ みなまま 102 ポケットの　中でデートを　してる指 香月

50 いつのまに　買い物荷物　分け合える みなまま 103 噛みあわぬ　話しとデート　爺と婆 岩窟王

51 初めての　お散歩楽し　遠回り みなまま 104 老い二人　長きデートの　泣き笑い 岩窟王

52 段差だよ　息子が差し出す　小さな手 みなまま 105 誘われて　娘孫にも　せびられて 岩窟王

53 今日だけは　割り勘にして　給料前 まるちゃん 106 怒る妻　何時もの場所を　間違えて 岩窟王



107 女房との　デートはいつも　荷物持ち 岩窟王 160 朝の駅　デートと思う　想い込み はぐれ雲

108 半分こ　君がクリーム　俺コーン さごじょう 161 晩ご飯　今日も一緒に　作ろうねっ やす

109 違います　彼女がビール　俺ジュース さごじょう 162 俺が出す　太っ腹の彼　ちょいメタボ まーちゃん

110 草食の　あなたに合わせ　ボタニカル ハッピーママ 163 熱いのは　鍋せいよと　照れ隠し まーちゃん

111 初デート　緊張する彼　可愛すぎ はなはな 164 プロポーズ　お好み焼きも　ハート形 まーちゃん

112 行き先を　たまには君が　決めてよね はなはな 165 紅葉の 中にすっぽり キミとボク ぷいこると

113 赤マフラー　彼女が編んだ　赤い糸 しげのり 166 出された手　腕をつかんだ　かずら橋 キラキラ

114 図書室で　先輩を待つ　昼休み 少女Ｋ 167 デート場所　いつも空いてる　喫茶店 みゃんくん

115 もう一度　彼と行きたい　店がある 邦ちゃん 168 久し振り　妻と二人で　デートする みゃんくん

116 嫁とデート　今日もぬくい　うどん店 無職老にん 169 デート後は　今日の出来事　走馬灯 みゃんくん

117 思い出す　連絡船での　初デート イブにゃん 170 あれこれと　スポット探す　デート前 みゃんくん

118 行くならば　何でも揃う　イオンデート 匿名 171 鏡見て　ファッションショーの　初デート みゃんくん

119 彼の手に　触れた瞬間　目と目合う ゆきりん 172 腕組んで　デートの続き　夫婦坂 三柳

120 デート中　スマホスマホで　もの言わず ナフタリン 173 壁ドンを　した勢いで　抜けた壁 しげのり

121 待ち合わせ　遅れなくても　伝言板 イデアル 174 おごりでも　割り勘でもなく　風見鶏 まるちゃん

122 「あ」を打てば　予測の「愛」出て　ほほ染める 今でもこまち 175 獣編　心に秘めて　君を待つ まるちゃん

123 初デート　前日車で　下見する りっくん 176 とりあえず　算段持たぬ　初デート まるちゃん

124 月に雲　デートコースを　遠回り 海峡ちどり 177 あなたは　このままでいてね　大好きよ 青石空

125 砂浜で　夕陽を見てた　あの若き日 一本木 178 指切って　今度逢う日の　念を押す チュン子すずめ

126 旅先は　デート気分で　手をつなぐ 一本木 179 旅の宿　浴衣の妻に　わし照れる 泰平楽

127 夫婦して　デート気分の　紅葉狩り 一本木 180 女房を　酔わせただけの　旅の宿 泰平楽

128 パパとママ　二人になれば　恋人に よこおのぶこ 181 雨宿り　妻と二人に　どっきんこ 泰平楽

129 パパとママ　二人のデートで　恋人に よこおのぶこ 182 ガイド振り　なかなかの妻　見直した 泰平楽

130 キミと食べ　大好物が　また増える チデンシンヤ 183 好きなのに　会うとやっちゃう　口げんか 中年あまのじゃく

131 夏祭り　出店冷やかし　冷やかされ チデンシンヤ 184 割り勘を　やめたその日が　プロポーズ 氷川の杜

132 初デート　歩く速度も　徐行なみ たかさま 185 酔ってなお　告白できぬ　草食系 氷川の杜

133 映画見て　コーヒー飲んで　手をつなぐ たかさま 186 手をつなぐ　チャンスをうかがい　ドギマギだ ピノコ

134 初キッス　ネットで調査　三回目 たかさま 187 「好きです!!」が　２人をつなぐ　アイコトバ 小さなポッケ

135 寄り添いて　二人で唄う　わらべ歌 愛　植男 188 デートの日　おめかししてる　喜寿の母 さごじょう

136 西日うけ　手を引きわたる　銀杏坂 柿　くけ子 189 どこ行くか　もうわかってる　三年目 さごじょう

137 初デート　君住む里の　うどん屋で たかさま 190 求めてる　サプライズより　安心感 さごじょう

138 満月が　デートコースに　ついてくる 海峡ちどり 191 デートして　二人手を取り　買い物す 吉澤繁伯

139 デートして　野天風呂にて　二人だけ 吉澤繁伯 192 デートして　居酒屋にて　酒を飲む 吉澤繁伯

140 デートする　松の林の　苔の上 吉澤繁伯 193 眠くなり　あなたの側で　夢の中 かとちゃんぺ

141 デートして　海水浴で　立ち泳ぎ 吉澤繁伯 194 映画館　二人で同じ　涙する かとちゃんぺ

142 夫婦旅　曳かれて行くは　善光寺 まるちゃん 195 手をつなぎ　二人の温度　ほっとする かとちゃんぺ

143 まとまらぬ　デートプランも　髪型も PON5 196 意識せず　手と手が触れて　頬染まる かとちゃんぺ

144 ウインクし　好きな一言　恥かしい アキ 197 人混みを　手と手つないで　駆ける今 かとちゃんぺ

145 告白し　返事来るまで　興奮だ アキ 198 ケーキ食べ　鼻にクリーム　笑い合う かとちゃんぺ

146 その笑顔　心安らぐ　クリスマス アキ 199 ばあさんと　デートお寺の　庭で待ち 澤　磨育

147 グラス持ち　シャンパンを飲む　イブの夜 アキ 200 初めての　デートたこ焼き　食べただけ 澤　磨育

148 片想い　何年経てば　愛届く アキ 201 運命の人には　いつ会うのかな　わくわく待つ ロコ

149 女房を　デートに誘う　銀婚日 やじろべー 202 ふり返り　つらい思い出　今、笑え ホトトギス

150 映画観て　泣くも笑うも　同じツボ ねこママ 203 ありふれた　この一日も　歴史かな ホトトギス

151 週一で 会えない時間の スキマ埋め 刈谷なお 204 観覧車　沈黙怖く　喋りすぎ ほおずき

152 疲れてる あなたをもてなす 家デート 刈谷なお 205 子も巣立ち　指をからめた　湯宿の夜 くーまん

153 早く着き 入ったカフェで ばったりと 刈谷なお 206 寒いけど　二人で海を　眺めるっていいね トンコ

154 甥っ子よ　いつまでギュって　してくれる？ ばるるん 207 おしゃれ度UP　かなえてくれる　イオン街 のんの

155 頼れよと　信じていろよに　丸められ ばるるん 208 また今日も　イオン綾川　きてしもた のんの

156 旅先で　喧嘩をしても　同じ便 ばるるん 209 つなぐ手に　団塊世代は　汗にじむ のんの

157 手握れず　Ｔシャツ伸びた　夏祭り ばるるん 210 ねむる孫　まばたき忘れ　見るじいちゃん のんの

158 突然手　握られ走った　雨宿り ばるるん 211 プチ祝い　イオンモールの　レストラン のんの

159 初デート着る服悩む 我が娘 浜ちゃん 212 デートはいつも　食べ放題　お腹も愛も満たされる あずき



213 海老天食べる　人腰が曲がっても　一緒にいよう あずこ 266 熟年の　デートを重ね　よき夫婦 よし

214 さぬきうどん　食べながら長く　一緒にいたいなと あずお 267 巣立ち後に　今まで以上に　気を使い よし

215 何処に行く?　その前にまず　誰と行く? 銅男 268 今までも　今更デート　還暦の よし

216 薔薇かかえ　待ち合わせてた　頃もあり かっちゃん 269 大き目の　傘を持たせる　初デート だじゃれまん

217 今デート　昔の言い方　ランデブー かっちゃん 270 この公園　愛を誓った　すべりだい ゲンシロウ

218 娘待ち　部下に見つかり　冷やかされ かっちゃん 271 ほっこまい　そこまで萌える　恋心 愛の賛歌

219 老夫婦　待ち合わせれば　デートなの？ かっちゃん 272 かんまんよ　許す心や　愛育て 愛の賛歌

220 藤の葉を　千切ってデートに　持って行く えけん 273 ばあちゃんの　戦前のデート　逢引きや 愛の賛歌

221 楓の葉　千切（ちぎ）ってデートの　御守りに えけん 274 初デート　緊張で体　フリーズす 愛の賛歌

222 チョコレート　御守（おまも）りにする　デートでは えけん 275 デート前　父を相手に　シュミレーション 愛の賛歌

223 デートでは　保育園児と　共に行く えけん 276 連れ添うて　三十年桜の　ありがたさ ふみ

224 五年ぶり　夫を従え　ルンルンと チョイマル親父 277 初デート　顔も見れずに　１時間 ダンディムラムラ

225 キスの味　どんな味かと　姪が聞き チョイマル親父 278 生き生きと　声弾ませて　二人旅 小桜ナチュちゃん

226 怖がり屋　暗い処へ　誘い込む チョイマル親父 279 寒くても　つなぐ手いつも　温かい あず吉

227 幸せの　ハードル下げて　デートする クジラ 280 壁ドンで　見たソバカスも　愛おしい ふわりねこ

228 親しさの　中に緊張　崩せない クジラ 281 初デート　孫に爺様　技伝授 モダンタイムズ

229 デートだと　言って娘は　婚活に クジラ 282 20年　経ち妻3歩　前を行く せん

230 初デート　好きと言えずに　涙呑む クジラ 283 初恋の　デートあと味　いつまでも クジラ

231 スーパーで　デートしている　フルムーン クジラ 284 デートした　あとの余韻が　膨らみぬ クジラ

232 初デート　おんぼろ車も　ピカピカに スージーぱぱ 285 飛びっきり　美人とデート　夢だった クジラ

233 友だちと　違う手つなぎ　うれしいな りょうパパ 286 デート中　心分からず　急かされる クジラ

234 うれしくて　君の隣りに　居れること りょうパパ 287 結果から　見れば成就の　初デート クジラ

235 かわいいな　気合伝わる　真っ直ぐさ りょうパパ 288 夕立ちを　願い叶った　相合傘 ミニロック

236 伝えたい　誘った理由　きみが好き こなきねこ 289 あつあつ度　たこやきに勝つ　私たち ミニロック

237 握ってと　ささやく指の　声届け こなきねこ 290 観覧車　夜景と彼女に　酔いしれる ミニロック

238 いいところ　見せよがんばる　君かわい こなきねこ 291 厚着して　いつでも貸せた　冬デート もりとん

239 カッコつけ　サマにならない　君が好き こなきねこ 292 突然の　雨にふたりで　入る傘 もりとん

240 肩寄せて　見下ろす街に　描く夢 行雲 293 渋滞が　キミとの距離を　縮めさせ もりとん

241 ありのまま　デートで見せて　ゴールイン 怪傑もぐり３３世 294 はにかんだ　笑顔に許す　待ち合わせ もりとん

242 河川敷　花火見つめる　君見つめる ぷらびだ 295 初デート　ぼっかけうどん　のど通らず たかさま

243 花言葉　知ってた彼は　今盆栽 あきちゃん 296 待ち合わせ　夫とデート　普段着で やまゆり

244 心まで　奪ってくれた　初デート あきちゃん 297 犬の糞　踏んで発展　臭い仲 光元気

245 おみくじが　凶と出れば　神社代え あきちゃん 298 初デート　ヤキメシ頼む　妻に惚れ 光元気

246 呼び出しは　昔口笛　今ケータイ あきちゃん 299 初デート　腕を組まれて　夢ごこち 光元気

247 私より　両親先に　彼に惚れ あきちゃん 300 お洒落して　妻と食事で　コボシ愛 お酢

248 いつもいる　場所に今日も　いてくれる 青空太郎 301 初めての　繋いだ手と手　忘れ得ぬ つんちゃん

249 不器用に　差し出す彼の手　あったかい だあ 302 初デート　つないだ手から　温もりが つんちゃん

250 毎日に ちょっとだけの スキンシップ でれでれ 303 手相見て　ぬくもり感じて　夢語る ぷらびだ

251 女房に　奢ってもらう　結婚後 さごじょう 304 終電で　もたれる君に　愛誓う ぷらびだ

252 子がいても　腕を組んでも　いいですか ぱんまろ 305 初デート　やっぱりそこか　栗林公園 たかさま

253 娘母　取り合う父の　腕の中 と＆や 306 デート先　過去のデートを　辿りゆく やなやな

254 初デート　気合いのメイク　いわば魔女 ぷよまま 307 デート中　年の差忘れ　はしゃぎゆく やなやな

255 祖父と祖母　逢い引きしてたと　照れ笑い 大凡人 308 初デート　食事する手の　汗多量 やなやな

256 デートなど　したことなくても　所帯持ち 大凡人 309 マニュアルを　妻まで知るや　初デート やなやな

257 「これ如来」　寝言で彼女を　案内し ふゆひこ 310 週末は　妻とデートで　若返る 金砂郷の鴨ちゃん

258 キスしたい　相手も思う　同じ事 ねいねいまーる 311 手ぇつなぐ？　嬉し恥ずかし　つなごっか 愛

259 にわか雨　二人の距離を　近づける びわ男 312 初デート　心も服も　ピンク色 恋

260 マニュアルを　忘れ思考が　迷子かな りょーちゃんず 313 週替わり　ママとデートの　子沢山 鬼小町

261 手をつなぐ　昔デートで　今介護 老虫 314 パパの腕　娘と争う　散歩道 わこさん

262 逢い引きは　慣れたものよと　肉屋の娘(こ) まこっちゃん 315 さよならが　淀み見つめる　恋心 傀儡師

263 初デート　カツラと言えぬ　まま別れ まこっちゃん 316 時の立つ　速さ狂おし　じっと抱く 傀儡師

264 初デート　遠くに父が　見え隠れ まこっちゃん 317 二人だと　雲もハートで　夢を見る 傀儡師

265 夫から　デートの誘い　よい天気 よし 318 デートかな　会話するより　スマホ見る シロ



319 映画より　彼の横顔　見たあの日 チョコマロン

320 手をつなぎ　歩いて笑い　一万歩 チョコマロン

321 今日もまた　夫婦合わせて　一万歩 チョコマロン

322 相合い傘　かと思ったら　傘買われ ふわりねこ

323 待ち合わせ　時刻忘れて　攻め地獄 光元気

324 初デート　腕を組まれて　前かがみ 光元気

325 妻と母　バ～バも嫁も　君が好き ヒメ父

326 好き・嫌い　繰り返してる　４０年 ヒメ父

327 花火見る　君見る私を　みる花火 ゆう

328 デートしょ　孫に食事を　おごらされ いのさん

329 忘れてる　あの日あの時　あの言葉 とんちゃん

330 夫婦坂　足取り軽く　怪我もなく とんちゃん

331 結婚し　スーパーデートが　増えました さわやん

332 初デート　その「ぎこちなさ」　丁度いい かめのこ

333 初デート　つないだ手と手　汗こぼれ みのるくん

334 あれからね　君に会いたい　そう想う ジョイ

335 愛してる　君のひとみに　恋をした まな

336 世界で１番　君のことを誰より　大好きだ 亜夢

337 何かしら　１％の願い　いいことを 匿名

338 紅葉狩り　行く行く詐欺の　家デート 匿名

339 君となら　どこへ行こうと　遊園地 ビリ

340 波の音　君に捧げる　ラブソング すずきたかし



1 子も巣立ち　妻にコーヒー　入れる午後 らくちゃん 54 仲の良い　夫婦の鍋は　よく喋る ぶちの白馬

2 長ければ　ついつい油断　ぼろが出る なかはじめ 55 洗濯機　もつれて渇く　夫婦仲 ぶちの白馬

3 秘め事は　何処かできっと　見られてる なかはじめ 56 晴れた日も　雨降る日にも　妻と酌む やじろべー

4 欲しくない　稲妻と妻　のお小言 てぬき親父 57 出てきたね　お前のヒップ　俺の腹 愛　植男

5 川の字の　寝物語か　青い鳥 まるちゃん 58 還暦に　相々傘を　書いてみる カズちゃん

6 麺とつゆ　夫婦も同じ　相性が 白髪老人 59 また子供。　またまた一つ　思い増え ナンチャッテ

7 泳いでる　妻の手のひら　全世界 白髪老人 60 お見合いで、　趣味がいっしょで　屋根いっしょ ナンチャッテ

8 爆音の　夫のイビキも　子守唄 夢の中 61 赤い糸　たぐり寄せれば　やっぱ、あなた ナンチャッテ

9 記念日に　プロポーズされ　光る指 アキ 62 言わねども　感謝の心　真珠婚 ナンチャッテ

10 見つめ合う　夫婦の目には　犬のクロ 浮世っ子 63 変わらない。　写真と比べる　妻の影 ナンチャッテ

11 直せない　癖が気になる　DNA 耶麻 64 こたつでも　じゃれあう二人、　子にかくれ ナンチャッテ

12 二人とも　何か欠けてて　いい夫婦 ワッティ 65 日曜日　いつもアリガト　妻パート ナンチャッテ

13 杉良を　えさに連れ出す　夫婦旅 のんの 66 集めてる　想い出いっしょ　夢いっしょ ナンチャッテ

14 愛しいと　思える旦那の　高いびき さわやん 67 この歳で　おそろいの服　街をゆく ナンチャッテ

15 楽しみは　二人で通帳　見ることです さわやん 68 熟年で　これからの夢　語り合う ナンチャッテ

16 参画で　夫婦の垣根　今更に 岩窟王 69 夫婦歴　二回からんだ　赤い糸 果鈴糖

17 夫婦とは　不思議な国　カップルだ 岩窟王 70 「恋」と云う　から「愛」にきて　五十年 日張男（ひばりお）

18 にごりない　瞳で交わす　家族愛 京のみっちゃん 71 妻がいて　愛しわが子に　逢え感謝 りのんぱ

19 金婚も　退屈しない　日々を持つ でれでれ 72 煮崩れに　夫婦円満　落とし蓋 ハンク

20 また今日と　出会ってみたい　いい夫婦 あじさい 73 ありのまま　ふつうのくらしに　ほっとする でめちゃん

21 プロポーズ　あの日の君を　忘れまい 肥後　学 74 よくやった　支えてくれたに　互い様 でめちゃん

22 車いす　押してあげよう　いつまでも 肥後　学 75 振り返る　道はでこぼこ　よく越えた でめちゃん

23 子は巣立ち　二人に戻って　手を握る 肥後　学 76 泣き笑い　共にしながら　老いて似る でめちゃん

24 君の名を　照れて呼べずに　五十年 行雲 77 プロポーズ　傘にも杖にも　なるに決め でめちゃん

25 そうやなあ　それがいいなと　ほめちぎる なかはじめ 78 しあわせだ　ぼくとわたしの　くらしかた アリス

26 さりげなく　逆らわないのが　コツかいな なかはじめ 79 金婚で　どちらとも無く　茶を入れる 忠司

27 愛してる 今さら言えと 言われても なかはじめ 80 コーヒーの 湯気の向こうに ある未来 忠司27 愛してる 今さら言えと 言われても なかはじめ 80 コーヒーの 湯気の向こうに　ある未来 忠司

28 初日の出　今年も祈る　夫婦岩 ハナとミル 81 気にしない　夫婦で楽しい　５０年 忠司

29 古女房　夫好みに　漬け上がり かすみ草 82 ナンプレに　孫が笑顔で　「仲いいね」 老夫婦

30 耐震の　構造固い　老夫婦 かすみ草 83 時たまに　臥せるのも良し　看取り夫 楽天家

31 いろーんな　夫婦のカタチ　あるんだね だいちゃんＺ！ 84 ふたりして　照る日曇る日　５０年 レイ

32 夫婦から　婦夫に立場　逆転し だいちゃんＺ！ 85 年月が　夫婦の顔を　似せて来る 働き蜂ちえちゃん

33 腐れ縁？　いいえ熟成　夫婦仲 だいちゃんＺ！ 86 仲が良く　三日に一度　ケンカする 働き蜂ちえちゃん

34 ダンナ様　ダメよいびきは　離婚だよ 無一文 87 間違えても　匂いでわかる　加齢臭 匿名

35 また喧嘩　ギネスを狙う　わたしたち リサパパ 88 サプライズ　渡すだけで　サプライズ ぬ

36 疲れたら　おたがい様と　あとを押す 春爺 89 どらまみて としをこすのが きまりごと えんどう

37 いい夫婦　打率は２割　５分５厘 ハンク 90 かわいいね　今も昔も　いっしょだね なみぽ

38 いい夫婦　朝昼晩に　「よイッショ」す ６０代 91 会いに行く　ドキドキ感で　おはようと ちずちゃん

39 ペチャパイも　付いてるだけで　良しとする 柿　くけ子 92 妊娠中　私の変わりに　悪阻する つーちゃん

40 玄関に　出せとばかりに　ゴミ袋 ナフタリン 93 ２人とも　あなたのおかげで　産めました つーちゃん

41 シャイな僕　メールで妻に　ありがとう ナフタリン 94 忘れません　最初で最後の　愛してる つーちゃん

42 手伝うよ　大根おろしと　皿洗い ナフタリン 95 お茶欲しい　妻に言われて　席を立つ 一本木

43 思いやる　言葉でつなぐ　夫婦仲 カズちゃん 96 食卓は　子等は巣立ちて　箸二膳 一本木

44 子が巣立ち　しあわせ語る　ペアグラス カズちゃん 97 巡り合い　奇跡と思い　睦み合う よったんぼうや

45 乙女から　太女になっても　これ一生 日張男 98 新妻の　愛妻弁当　味我慢 こーちゃん

46 瀬戸際で　残った夫婦　三十年 横山閲治郎 99 イブに次ぎ　正月支度　妻無休 こーちゃん

47 長短を　子供は何故と　夫婦箸 ゆき 100 妻退院　薄味慣れて　俺不満 こーちゃん

48 レジ袋　夫婦両手に　特売日 ゆき 101 うどん屋で　出会った妻と　末永く らくちゃん

49 定年後　婦唱夫随で　若返り 氷川の杜 102 肩凝りに　マッサージする　夫婦愛 匿名

50 押し切られ　一緒になって　充ちた日々 たかちゃん 103 おそろいの　カップ歯ブラシ　コルセット 匿名

51 亡き妻に　夢で逢えた日　みな優し たかちゃん 104 料理うまい　すべてがＬに　なるオイラ 匿名

52 古希迎え　空気の如く　なる二人 みことのり 105 夫婦して　早寝早起き　早トチリ 匿名

53 手料理は　愛が伝わる　プレゼント ハッシー 106 夫婦飯　レンジいらずの　あたたかさ チデンシンヤ



107 新婚で　恥ずかしくない　ハート型 チデンシンヤ 160 完全に　妻の指揮下の　大掃除 だじゃれまん

108 君以外　心安らぐ　人いない むこう 161 母さんと　呼べば母妻　返事する 茜雲

109 妻に負け　寝ずに看病　されて知る 利平 162 ユーモアな　話がはずむ　わが夫婦 パンダ1223

110 過干渉　控えて感謝の　40年 好々爺予備軍 163 お弁当　愛がいっぱい　燃えている パンダ1223

111 君の腕　私の頭の　特等席 わかじゅん 164 財産は　笑顔たっぷり　いい夫婦 パンダ1223

112 加齢臭　嗅げば嗅ぐほど　やみつきに わかじゅん 165 ほっこりな　ぬくぬく2人　永遠に しょっちゃん

113 美味しいと　食べる姿が　愛しくて わかじゅん 166 背中押す　ためらいがちな　妻だから ナッツとピュア

114 妊娠中　旦那のお腹が　臨月に わかじゅん 167 愛し人　鼻毛が出ても　イケメンよ 亜希

115 ラブラブの　言葉が今も　共白髪 チョークまみれ 168 寝てる彼　ヨダレが出ても　愛おしい 亜希

116 来世また　求婚すると　遺言に チョークまみれ 169 幸せの　分だけついた　腰の肉 亜希

117 ねえと言い　うむと答える　掘りごたつ チョークまみれ 170 年月に　背中押されて　手を繋ぎ かすみ草

118 四十年　連れ添ってまだ　興味ある チョークまみれ 171 過干渉　控えて感謝の　四十年 好々爺予備軍

119 露天風呂　夫婦で入る　鶴と亀 らくちゃん 172 一人では　ない幸せよ　いつまでも 金平糖

120 定年後　妻はパートに　オレ主夫に らくちゃん 173 気がつけば　いつも隣で　支えてる 金平糖

121 僕たちも　皺の手だけど　絆ごうか 風の旅人 174 泣き笑い　吸い取り紙の　いい夫婦 金平糖

122 信じてる　歩いた道も　これからも 風の旅人 175 話したい　ときにはとことん　話し合う 金平糖

123 前を行く　妻にを気遣う　後杖 風の旅人 176 パートナー　付かず離れず　いい関係 金平糖

124 老夫婦　いたわり歩く　美しさ 風の旅人 177 悪口を　言いたいくらい　愛してる クロージン

125 いつまでも　夫婦喧嘩を　したいよね 風の旅人 178 口げんか　積もり積もって　金婚式 おしゃべりさん

126 新婚が　老後の次に　あればいい 風の旅人 179 やっぱりね　あなたと一緒で　よかったよ うさぎさん

127 まあいいか　こんな気持ちが　いい夫婦 風の旅人 180 陽だまりで　濃いめのお茶で　ルビー婚 カトレア

128 呼んでみた　振り向く妻に　安堵する 風の旅人 181 無口だが　側でうなずき　妻孝行 そよ風

129 呼んでみた　妻の笑顔に　安堵する 風の旅人 182 「ありがとう」　添えてお祝い　喜寿の膳 そら

130 気にするな　お互い様が　杖だから 風の旅人 183 定年日　揃いのエプロン　プレゼント アマリリス

131 そうだよな　あっという間の　流れ雲 風の旅人 184 定年後　妻の手綱で　世をわたる ひいらぎ

132 振り返る　妻の前髪　風に揺れ 風の旅人 185 足音で　妻の機嫌が　わかる歳 あすなろ

133 いつだって ケセラセラこそ いい夫婦 風の旅人 186 せっかちと おっとり型で うまくいき あすなろ133 いつだって　ケセラセラこそ　いい夫婦 風の旅人 186 せっかちと おっとり型で　うまくいき あすなろ

134 夫婦とは　違う道行く　人を言う 風の旅人 187 体調を　足音で知る　妻の勘 匿名

135 あれは妻　老人クラブ　フラダンス 風の旅人 188 歯車を　合わせて長い　夫婦坂 匿名

136 夫婦でも　夕日に憶う　人がある 風の旅人 189 百点を　求めぬ夫婦　喧嘩せず 匿名

137 馴れ初めを　聞かれた妻の　目は泳ぎ 風の旅人 190 彼方待つ　私は妖怪　ろくろっ首 湯たんぽ

138 銘柄も いつしか一緒の 缶コーヒー 無我 191 もの言わぬ　妻の介護は　恩返し 湯たんぽ

139 妻に問う　幸せかいに　くされ縁 ナフタリン 192 間に合った！　いつもは寝顔　今日笑顔 食いしん坊37

140 だらだらしてる 夫がたまに 強くなる 郵便花子 193 飽きっぽい　妻の前では　多趣味ねと PON5

141 ずっこけて いる者同士 生きてます 郵便花子 194 初笑い　妻といつもの　新喜劇 PON5

142 ありがとう この一言で 丸くなる 郵便花子 195 似たものと　言われ嬉しさ　ハーフハーフ PON5

143 コーヒーは 夫の役に なりました 郵便花子 196 心から　本音が言える　夫婦なり パンダ1223

144 還暦に これから先の 夢語る 郵便花子 197 壁超える　たびに深まる　夫婦愛 パンダ1223

145 「おかえり」の　笑顔待つ家　急ぐ足 にっこり 198 献立に　温もりそっと　妻の味 パンダ1223

146 いとしさが　いとおかしさの　夫婦歴 春爺 199 ガラパゴス　これも縁だと　添い遂げる 京のみっちゃん

147 本心は　亭主元気で　側にいて 匿名 200 15年　結果にコミット　しています ツンデレ母さん

148 夫婦円満　旦那ゴミ捨て　妻エステ 匿名 201 転勤で　『ついて来い婚』　実った日々 ツンデレ母さん

149 散歩道　転けないようにと　腕を組む 匿名 202 恋女房　ハートの弁当　３０年 角　奈緒也

150 縁側で　手を取り合って　脈をとる 匿名 203 いつまでも　夫がいれば　それでいい はまもも

151 花言葉　俺には無縁　なあお前 からすの行水 204 買い物に　夫婦で行って　荷物分け はまもも

152 青竹を　踏んでお前に　ついて行く からすの行水 205 荷物持つ　夫の姿　たくましい はまもも

153 次の世も　女が良いと　妻は云い からすの行水 206 熟成の　お肉に負けぬ　夫婦仲 春爺

154 あかぎれを　結婚指輪で　かくしてる ロマーニ 207 世話焼きの　裏に見えてる　愛情が みゃんくん

155 年をとったら　考えることも一緒　いつも一緒 ピヨチャン 208 愛してる　代わりの言葉　元気でね みゃんくん

156 家事育児　いつもいっしょ　たのしいね よっくん 209 世話を焼く　妻がいないと　もの足りぬ みゃんくん

157 かえりみち　毎日いっしょに　自転車ラブ こっこ 210 もの足りぬ　出掛けて出来ぬ　口喧嘩 みゃんくん

158 離れていても　短いメールで　安心する私 イチゴ山のウサギ 211 我妻は　ゆるキャラよりも　愛おしい 豆助

159 どんな日も　そばにいたいよ　あなたなら まこさく 212 喜怒哀楽　二人でならば　超楽しい 豆助



213 歩み寄る　ピンチ救った　夫婦仲 豆助 266 愚痴言わぬ　妻の寝言に　ある本音 夢追人

214 おそろいの　シューズで始めた　ウォーキング 匿名 267 ありがとう　思っているが　照れくさい みずなす

215 三十年　　別れなかった　　それでいい 酔月 268 つまずきは　夢を叶える　途中駅 ヒノキ

216 どの癖も　愛しいとしと　五十年 ミスター 269 喜びも　悲しみも越え　よい夫婦 ちょいまる親父

217 結婚し　今ならわかる　親の愛 しまこ 270 いつの間に　夫婦茶碗が　入れ替わり ちょいまる親父

218 お宝は　嫁の笑顔と　お人柄 仁 271 一膳を　二人で分けて　ご馳走さま 眞由美

219 喜びを　分かち合えてる　幸福感 逆ペリカン 272 けんかして　翌朝寝顔に　ま、いっか ひなや

220 コマ犬の　阿に似て閉じぬ　妻の口 風蛙 273 節約と　惰性で入る　夫婦風呂 氷川の杜

221 老夫婦　切れては繋ぐ　赤い糸 海峡ちどり 274 パパのその　能天気さが　今も好き かよこ

222 白目むく　キミのとなりは　指定席 カッパ隊長 275 主夫になり　初めて知った　主婦の汗 弐輪草

223 好きなんだ　笑ってくれる　君のこと カッパ隊長 276 ドキドキが　途切れることない　夫婦です クジラ

224 つらくても　君の笑顔で　元気でる カッパ隊長 277 出来ちゃった　婚を自慢　し合ってる クジラ

225 いつまでも　あなたと一緒　歩く道 コアラ 278 まだ夢を　追ってる妻に　ほの字です クジラ

226 としとって　あなたがいるから　今がある ぞめ 279 ひらがなの　ような夫婦で　睦まじい クジラ

227 クール振る　主人の涙　見た婚礼 ちーこ 280 五十年　いとしの妻に　つい甘え クジラ

228 「好き」なんて　言わざる聞かざる　見えまする ちーこ 281 夫婦仲　良くも　悪くも　心地いい あきママ

229 手を引いて　引かれる旅に　また出かけ かきくけ子 282 妻の手の　上で踊って　平和です 翔のんまな

230 ああと言い　はいで答えて　意思通じ かきくけ子 283 川の字は　夫と私と　猫で描く ゆきみ

231 アイシテル　酔うふりでしか　言えぬ人 かきくけ子 284 誕生日　二つ○した　カレンダー ゆきみ

232 泣いている　心が妻に　見えている かきくけ子 285 あったかい　湯気の向こうに　君がいる ゆきみ

233 半世紀　まだ惚れさせる　努力褒め かきくけ子 286 楽しみを　二人一緒に　半分こ ゆきみ

234 ありがとう　忘れず越えた　半世紀 かきくけ子 287 記念日が　カレンダーに　一つふえ ゆきみ

235 幸せが　メタボとなって　あらわれる かきくけ子 288 共白髪…はずが夫は禿げるタチ せん

236 旅出れば　歩幅合わせて　くれる人 かきくけ子 289 二人して　歩いた道の　懐かしさ 風の旅人

237 両方が　同時で困る　物忘れ かきくけ子 290 老いたとて　二人の夢は　春のまま 風の旅人

238 あの頃に　分け合い食べた　うどん玉 かきくけ子 291 この道で　喧嘩もしたな　笑ったな 風の旅人

239 美しい 夫婦喧嘩が 活性剤 かきくけ子 292 お互いに ４５度が 起立とは 風の旅人239 美しい　夫婦喧嘩が　活性剤 かきくけ子 292 お互いに ４５度が 起立とは 風の旅人

240 人生の　ときめき探し　妻と旅 カラスの行水 293 なあお前　孫の名前は　どんな意味 風の旅人

241 身の丈を　悟った暮らし　妻とする カラスの行水 294 ｢おーいお茶!｣　妻が言うから　超円満 妻ミ食イ

242 しんがりで　ゆったり生きる　二人です くりこ 295 美人の湯　入ると夫　そわそわす 妻ミ食イ

243 今は別　相合傘が　懐かしい 匿名 296 ダイエット　夫が先に　何故痩せる 妻楊枝

244 かあさんを　婆さんと呼び　爺となる 匿名 297 美肌の湯　必ず夫　湯冷めする 妻先上り

245 困っても　夫婦が共に　お守りに 常平 298 「いいね！」より　魔法の言葉　「ありがとう」 あずきち

246 赤い糸　紡ぎ織なし　子を包む 常平 299 良いところ　だけ見てハッピー　私たち あずきち

247 共にした　喜怒哀楽に　夫婦愛 常平 300 君の靴　ジッパー上げるのは　僕の役 風蛙

248 特別じゃ　ない日に2人で　いれる幸 あいらむ 301 出し惜しみ　互いにしない　愚痴と愛 チデンシンヤ

249 細長く　熱いうどんと　夫婦愛 あいらむ 302 温泉で、ひととき妻の　背を流す ナンチャッテ

250 逸れた時　教えてくれる　妻のナビ さごじょう 303 いい夫婦　嫁を尊重　おれ放置 仁

251 鬼嫁に　見えてほんとは　孫悟空 きんとうん 304 緊張し　体ガチガチ　プロポーズ みのるくん

252 フーフーと　しても冷めない　夢の中 銅男 305 くちなしの　花も愚痴無しの　妻も好き Toki-channel
（トキチャンネル）

253 共白髪　食後あうんで　薬飲む ふわりねこ 306 母の味　夫エプロン　先に出し 夢見庵

254 五十年　耐えたお前に　金メダル 茜雲 307 やさしいの　妻の小言も　返事「おう」 夢見庵

255 花暦　繰って二人の　気まま旅 茜雲 308 窓際の　夫にうふふ　管理食 夢見庵

256 あれそれで　万事通じる　老夫婦 茜雲 309 君守る　傘から杖に　なる夫 夢見庵

257 それぞれの　ロマンス自慢　する夫婦 茜雲 310 四十年　いなきゃさみしい　夫婦仲 夢見庵

258 うんちくも　気持ち切り替え　「あるある」に ツンデレ40 311 妻残す　おかずで太る　メタボかな ヒトジッチ

259 外食も　払いはパパで　ママ予約 ツンデレ40 312 大事だと　はじめて分かる　妻の留守 クジラ

260 へいぼんな　いとしうれしに　ありがとう ゆうこひらた 313 ああ言えば　こう言うだけで　それっきり クジラ

261 このままで　来世の生活　二人して カジ 314 居れば邪魔　居らねば淋し　二人です クジラ

262 パスワード　何だったけと　妻に聞く カジ 315 いつまでも　見た目は変われど　深まる愛 ぴーすけ

263 毎朝の　大声に脳　奮い立つ 匿名 316 しあわせは　添い寝のポチと　川の字で 匿名

264 毎朝の　大声脳に　突き刺さる 匿名 317 三十年　空気のような　夫婦仲 春樹

265 逝く日まで　妻と二度目の　恋をする 夢追人 318 照れ隠し　介護だからと　手をつなぐ ゆずママ



319 待ち受けを　互いの笑顔に　設定し ほしのまたたき 372 いつまでも　一緒にいようね　誓いの言葉 cuno

320 あしたまた　いい日にしようと　手をつなぐ ほしのまたたき 373 新婚の　思い出だけで　三十年 たかさま

321 ずっこけて　笑うも楽し　妻となら ほしのまたたき 374 妻という　だしでしっかり　癒される たかさま

322 「すてきだね」　褒めて褒められ　共白髪 わくいっち 375 「ただいまで」　香るあったか　おみそ汁 芙蓉

323 喧嘩して　いつしか原因　失念し カジ 376 ハードルを　下げて円満　真珠婚 ひなげし

324 愛してる　どっちが言ったで　大げんか カジ 377 猫そっぽ　夫婦の会話　弾む日は ひなげし

325 二人とも　ボケで漫才　半世紀 ばいなりい 378 初詣　夫婦で同じ　願い事 ひなげし

326 若はげで　約束違反の　とも白髪 好日郎 379 年を取る　思い描けば　上手く行く ひねた猫

327 戒名は　記すに及ばずと　言ってみる 古い日記 380 お互いに　一句ひねって　知恵比べ ひねた猫

328 親よりも　僕のしつけが　できた妻 おさぼう 381 人生は　妻に礼言い　目を閉じる ひねた猫

329 歯ブラシの　洗い方まで　よく似てる ナフタリン 382 笑うツボ　ずれる夫婦の　ハーモニー たおやめ

330 五年ぶり　二人っきりの　屋台酒 ナフタリン 383 恥じらって　今更好きか　聞いてみる きんちゃん

331 夕焼けを　二人で眺め　わらべ歌 柿　くけ子 384 あのころは　靴を揃えて　くれた妻 泉州のみずなす

332 寝返りの　妻の顔見て　安堵する 愛　植男 385 なれ初めは　小さな嘘で　今夫婦 泉州のみずなす

333 死ぬまでは　ボケないつもり　老い二人 愛　植男 386 変わらずに　このままが好い　今がいい あすなろ

334 明るいね　LEDと　うちの嫁 てぬき親父 387 理想はネ　今のお前だ　文句ある？ きんもくせい

335 オシドリが　飲み過ぎたのね　千鳥足 ヒデヒデ 388 六十の　恋は咲いたり　しぼんだり きんもくせい

336 ２０年、出会った日より、今が好き！ コットン 389 「あれ」「それ」で　心通じる　歳となり きんもくせい

337 ついてこい、後ろ歩いた、これからも コットン 390 足音で　妻の機嫌が　わかる歳 えーちゃん

338 今までの　道はあなたに　続いてた はまあゆ 391 体調を　足音で知る　妻の勘 いーちゃん

339 だめなとこ　ちょっと似ていて　夫婦だね あーさまま 392 「フウフウ」と　息切れ。されど　三十年 ミニロック

340 ありのまま　夫の変化に　ついてけず あーさまま 393 笑い声　妻の元気が　僕の趣味 ミニロック

341 炊きたての　ご飯と一緒に　待つ夫 あーさまま 394 顔見ると　余計、ひと言　言っちゃうな ミニロック

342 これからも　夫婦で目指す　平均点 あーさまま 395 シェアーした　ソファーで会話　弾む午後 カトレア

343 花よりも　団子が好きな　妻が好き あーさまま 396 誘い合い　この満月を　愛でる幸 カトレア

344 年下の　旦那を再度　育成し 鬼小町 397 理想的　あなたと未来　ユートピア うさぎ

345 妻と行く ぐるり回遊 海の旅 ウララ 398 テリトリー 動線別々 おしどり夫婦 ジョンけけ345 妻と行く　ぐるり回遊　海の旅 ウララ 398 テリトリー 動線別々　おしどり夫婦 ジョンけけ

346 掘ってよと　妻の膝上　耳預け さだじぃ 399 染めていく　好悪足し引き　二人色 青空太郎

347 ありがとう　涙がでそうだ　ありがとう のっしーパパ 400 真珠婚　堪忍袋の　ほつれ縫う ふわりねこ

348 凡夫婦　二人三脚　上り下り なんじゃもんじゃ 401 お互いの　寝言不問と　決めている 春待人

349 病得て　四国遍路の　夫婦旅 なんじゃもんじゃ 402 おたがいに　クセ知りつくし　日々笑顔 でれでれ

350 定年後　夫の菜で　料理店 なんじゃもんじゃ 403 愛超えて　いとしさつのる　皺の数 でれでれ

351 錠と鍵　2つセットで　40年 なんじゃもんじゃ 404 ボケのごと　苦労忘れて　老いの春 でれでれ

352 プリン買う　昔は１つ　今二つ タカラノヤマ 405 縁の下　支える妻の　尻の下 凡辰

353 誕生日　妻から前掛け　贈られる かっちゃん 406 子が産まれ　３年ぶりに　手紙書く かめのこ

354 夕食の　洗い物なら　まかせとけ かっちゃん 407 一度だけ　贈った花は　プロポーズ かめのこ

355 妻パート　時に朝食　担当し かっちゃん 408 夫婦でも　たまにライバル　おなじ趣味 里杏

356 歳を経て　結んだ赤糸　銀色に かっちゃん 409 満点は　要らぬ平均　点でいい 里杏

357 くすぐったい　耳掻く妻の　したり顔 さだじぃ 410 息合わせ　二人三脚　夫婦道 里杏

358 遅くても　起きて待ってる　ネコと妻 タカラノヤマ 411 卓袱台を　二人で守り　真珠婚 ひよどり

359 孫怪獣　帰って夫婦　茶漬け食う 泉州のみずなす 412 「おはよう」と　言えば木霊が　返る朝 ひよどり

360 目玉焼き　好きな固さも　何故か似る クン太のママ 413 キスの場所　戸惑う姿　笑い出る みこる

361 人の字は　俺とおまえの　象形画 中年やまめ 414 地図読めぬ　妻のガイドで　二人旅 くまじい

362 良い夫婦　噂通りの　ペアルック ろくチャンネル 415 むっつりと　おしゃべりとが　五十年 くまじい

363 ゴミ捨てて！ビックリさせる妻の声 ろくチャンネル 416 何気なく　結婚記念日　キスをする マシセイママ

364 定年後　妻に言われる　ゴミ捨てて ろくチャンネル 417 鼻歌も　移る六畳　二間の夜 あいらむ

365 花束を　手渡す妻の　誕生日 ろくチャンネル 418 メロンパン　半分こして　幸２倍 あいらむ

366 花束を　妻に手渡す　定年日 ろくチャンネル 419 リストラ後　妻の笑顔に　励まされ なほぱぱ

367 お互いに　照れてゴメンと　言う夫婦 ろくチャンネル 420 オシドリも　たまには1羽で　空を飛ぶ 矢口渡

368 仲直り　妻が差し出す　熱いお茶 ろくチャンネル 421 口げんか　積もり積もって　金婚式 おしゃべりさん

369 二度見する　どこかが違う　妻でいて 竹里笠杖 422 やっぱりね　あなたと一緒で　よかったよ うさぎさん

370 朝夕に　薄紅香る　妻が好き 竹里笠杖 423 あなたとだから　どんな苦難も　乗り越えられた うさぎさん

371 結婚式　緊張したね　夫の方 こひつじ 424 二人で　あったか鍋つつくのも　いいかも 匿名



425 いつかはね　おならも慣れる　音も無視 夫婦６年目

426 釜玉の　ねぎをひと匙　入れてやる 富美子

427 似ていると　言われ続けて　半世紀 金魚椿

428 永遠の　愛を誓って　はや？年 リコちゃん

429 同じ物　食べる幸せ　永遠に リコちゃん

430 子が生まれ　強くなったね　夫婦愛 ぱんだ

431 冷えた足　彼の布団に　おじゃまする けいちゃん

432 身の丈で　生きた男の　側に妻 大魔神

433 この歳で　二人元気に　喧嘩でき カンサン

434 寄り添って　歩いた歩道は　朽ちません みらい

435 桜いろ　あせても君は　僕の花 菜んの花

436 もの忘れ　いつも解決　あれそれで 黒色ジョン

437 家庭内　三メートルの　いい夫婦 あずき

438 愛してる　言つたあの人　雲の上 ちこ

439 夫婦して　全く同じ　タヌキ腹 ペケポン

440 妻よりも　素早く立って　皿洗い ペケポン

441 口喧嘩　干した布団が　身代りに ペケポン

442 仏壇の　主人の写真に　見守られ ながいき

443 ここ行った　そこも行ったは　妻ばかり 知恵豊富

444 バレンタイン　還暦過ぎたら　大福に 知恵豊富

445 顎で指し　鼻で答える　老夫婦 知恵豊富

446 年の差婚　いつも親子と　間違われ 老虫



1 進路決む　わが子の成長に　心揺る 肥後　学 55 添い寝した　懐かしい頃　大あくび あさやん

2 生れたて　未だ湯気がある　児の命 爺さん 56 背比べで　親を超えてる　息子かな あさやん

3 そっちだめ　我が子手を引く　我こける ホトトギス 57 おとうさん　息子の声が　懐かしい あさやん

4 親も子も　和む個性で　助け合う でれでれ 58 長所より　短所が似てる　わが親子 横山閲治郎

5 ママの子だ　私の彼も　パパ似だょ ふぁのん 59 寝顔は天使　起きれば怪獣　我が息子 プニプニ子

6 祖母見舞い　親孝行は　今でしょう のんの 60 子の寝息　ママにとっての　子守唄 タンポポ

7 いやなとこ親父似だなと鏡見る ポンタロウ 61 親子でも　時にはいさかい　数知れず なか　はじめ

8 親戚が親父に似てると噂する ポンタロウ 62 祖父母から　続く家訓を　子や孫に カラスの行水

9 年越しを　去年は１人　来年３人 ゆみまろ 63 オール３　笑顔と元気　５の息子 カラスの行水

10 還暦に　孫が七人　押し押せる 郵便花子 64 産声に　親は大成　予感する カラスの行水

11 おどったよ　おゆうぎ会で　たのしいな とものしん 65 定年日　娘の酌で　酔いつぶれ 江戸川散歩

12 いつの間に　不思議に思う　孫の数 風の旅人 66 メル友の　娘がハート　マーク添え 江戸川散歩

13 初孫に　じいじと呼ばれて　口ごもる 風の旅人 67 親子かと　聞かれて孫に　奮発し 湯たんぽ

14 ザッピング　妻はサンマで　子はサザエ カジ 68 子と孫を　田舎で待つ親　ろくろっ首 湯たんぽ

15 パパの腹　ママの湯たんぽ　子のまくら ぽんぽん 69 遊園地　迷子になった　コピペ顔 ぶちの白馬

16 一年の　形勢逆転　パパサンタ のりのり 70 恋人を　迎えに行くと　父の傘 ぶちの白馬

17 追いつかず　母の味の　恋しさよ おもいつき 71 心音が　二つ聞こえる　母子手帳 ぶちの白馬

18 父に似る　相手を選び　娘が嫁ぐ かきくけ子 72 孫をみて　子育てのころ　思い出す 果鈴糖

19 子が学ぶ　笑顔絶やさぬ　暮らし方 かきくけ子 73 母からの　　レシピ使う日　『これ美味い！』 のりのりのりこ

20 子たちには　ダメな夫婦の　見本見せ かきくけ子 74 子をあやし　子を叱る時にも　母に似る のりのりのりこ

21 子育ても　修行の一つと　心得る 京のみっちゃん 75 親にだけ　自分の子供を　自慢する のりのりのりこ

22 いくつまで　【パパ】と呼んでも　いいですかっ ツンデレ母さん 76 お爺ちゃん　孫に教わる　スマホかな まったリンヌ

23 子の寝顔　昔の嫁と　うりふたつ たて 77 お母さん　遊んでくれて　ありがとう らんらん

24 父の目に　溢れる涙　やけ酒に みこる 78 ＤＮＡ　親の良いとこ　子は継いだ 土呂小町

25 僕の子か？　同じ顔でしょ！　妻が言う かめのこ 79 やっぱりね　似たくないけど　似てるよね 金平糖

26 妻と僕　笑顔の先に　愛娘 かめのこ 80 凹んだら　いつでも帰る　家がある 金平糖

27 学芸会 お調子息子に 我を見る れれれのる 81 バースデイ いまだにお菓子 送る母 金平糖27 学芸会　お調子息子に　我を見る れれれのる 81 バースデイ いまだにお菓子　送る母 金平糖

28 パパまくら　右にわたしで　左に子 うさぎ 82 夜泣きでも　寝顔と笑顔で　チャラになる あきなつ

29 初孫の　寝顔覗いて　父子酒 ナフタリン 83 笑うツボ　同じ遺伝子　よく似てる おぼっちゃまくん

30 義理チョコの　お返し机と　ランドセル ナフタリン 84 オレの子に　間違いはなし　運動会 やじろべー

31 親の愛　次は子孫に　恩おくり ナフタリン 85 ありがとう　素直に言えない　十六歳 いずいず

32 嫁ぐ娘と　半分こする　梅むすび 夢追人 86 里帰り　改札前には　父の笑み たっきぃ

33 幸せは　あなたと喧嘩　できること さくら 87 ぬくいけど　ちょっぴりうざい　母の愛 あいらむ

34 亡き母の　面影探し　夢の中 ながいき 88 「努力」の字　教えられたる　寝返り中 あいらむ

35 お正月　三代宴の　くつ揃え ながいき 89 比べては　だめとわかって　いる砂場 あいらむ

36 お正月　ひ孫と笑顔　待っている ながいき 90 母の味　子から孫へと　続く味 ゆうこひらた

37 数学の　宿題する子に　父おびえ Toki-channel
（トキチャンネル）

91 子は縦へ　妻は横へと　育ってる いわし

38 パパお酒　ママはテレビで　僕は塾 ろくチャンネル 92 参観日　手をふる妹　可愛いな そうぴ

39 宿題に　付いて行けない　パパとママ ろくチャンネル 93 ありがたい　親子の縁で　孫の笑み 果鈴糖

40 母親が　宿題ダメよ　ダメダメよ ろくチャンネル 94 初孫に　引継ぐ夢が　膨らみし 青葉太郎

41 本よりは　母から習う　子の育児 ろくチャンネル 95 ことわざを　孫とまなびて　しつけをし 青葉太郎

42 参観日　手は上げておく　ママがいる ろくチャンネル 96 名月や　パパかママかと　孫が聞く 青葉太郎

43 美容院　ママが張り切る　参観日 ろくチャンネル 97 子が巣立ち　夫婦２人の　旅見つけ 青葉太郎

44 がんばれと　受験の子への　アドバイス ろくチャンネル 98 夏休み　会うたび変わる　孫の顔 青葉太郎

45 膝抱え　同じ寝相で　知る親子 ろくチャンネル 99 家族とは　喜怒哀楽を　だせる場所 むこう

46 二十一　世紀を子らは　ロックオン ばいなりい 100 坊とパパ　同じ寝相に　目を背け たみは

47 これまでを　思い返せば　感謝だけ HIKA 101 気が付くと　立場逆転　親に指示 うすれ髪よし美

48 いつの日か　お父さん似の　孫見せる HIKA 102 そばにいて　えみもなみだも　いっしょにね ミノリア

49 うるさいと　思った言葉　今分かる HIKA 103 おとなびて　見るも恥ずかし　我が娘 酔月

50 これからは　別のお家で　住むんだね HIKA 104 ほろ苦し　娘に貰う　手製チョコ 酔月

51 田仕事を　した日々ずっと　忘れない HIKA 105 手巻き寿司　巻いてどうぞと　3歳児 酔月

52 「そっくりね」　私よろこび　子は嘆く さびしんぼう 106 似てきたな　やっぱり親子と　思い知り 大凡人

53 気がつけば　ちびちゃんと呼ばれる　母となり 大空のママ 107 良いなぁと　褒められ照れる　マイハウス みわわん

54 晩酌は　乾杯しては　息子かな あさやん 108 いつもだね　背中を向けて　守り抜く みわわん



109 成長に　戸惑い隠す　お母さん みこる 163 物心　つく前くれた　親心 海風

110 泣き笑い　一緒に出来る　絆かな みこる 164 父の日に　行けずゴメンと　酒送る カズくん

111 長寿国　どちらが親で　子なのか 岩窟王 165 子が産まれ　イケからイクに　パパ変身 匿名

112 言いたいも　じっと我慢の　親子多々 岩窟王 166 泣き方で　分かるわママも　必死なの 匿名

113 親子でも　瓜三つとは　いかぬもの 岩窟王 167 知らぬ間に　川から工に　なる寝相 匿名

114 親と子で　気遣い無用　其れは無理 岩窟王 168 子どもとは　何年経っても　賜物よ きち

115 ひとりより　ふたりのほうが　あったかい ピノコ 169 三人で　散歩のときも　川の字で ナンチャッテ

116 名画伯　丸に点々　ママの顔 あかりママ 170 思春期で　川の字が　また二人 ナンチャッテ

117 お姉さん　聞かれた母は　えびす顔 かおりん 171 頬にキス　ついたご飯を　舌でとる ナンチャッテ

118 母娘　しぐさが同じ　双子だね ママレオン 172 双子泣き　母さんあやすし　俺あやす ナンチャッテ

119 可愛いよ　どこの子よりも　我が子供 ママレオン 173 夫婦仲　良すぎて今は　子だくさん ナンチャッテ

120 ペアルック　親子兼用　三世代 ママレオン 174 子をしかる　ほかの兄弟　もらい泣き ナンチャッテ

121 いつの日も　見てない様で　見守られ ママレオン 175 短足も　二人三脚　リズム合う ナンチャッテ

122 いいかげん　年相応に　しやしゃんせ ミノルンルン 176 生まれそう　初子に胸ワク　走る足 ナンチャッテ

123 ごくろうさん　この一言で　妻笑顔 青葉太郎 177 風邪ひいた　息子看病　もらい風邪 ナンチャッテ

124 孫３人　引継ぐ夢が　３倍に 青葉太郎 178 白酒を　よく飲むこの子　俺に似る ナンチャッテ

125 夏休み　会うたび変わる　孫の顔 青葉太郎 179 白酒を　呑む子と共に　酒を呑む ナンチャッテ

126 週末の　一家団欒　湯気が立つ 青葉太郎 180 シーソーは　父さんの方　いつも下 ナンチャッテ

127 壁紙に　染みに我子の　思いあり 青葉太郎 181 なんだかんだで　やっぱりママが　好きみたい 桃ちゃん

128 外食は　孫にねだらせ　高い店 はぐれ雲 182 初孫を　抱く父の顔　えびすさん ちいちゃん

129 子が育ち　父の味方も　現われる はぐれ雲 183 寝相見て　親子確信　旅の宿 中年やまめ

130 父に似た　匂い出てきた　おにいちゃん はぐれ雲 184 そっくりね　悪いとこだけ　父さん似 カジ

131 校歌をね　一緒に歌える　不思議感 ともみん 185 連れだって　娘と歩く　面映ゆさ カジ

132 ほっといて　言いながら負う　父の背中 なつみかん 186 ただ一度　きりの縁(えにし)に　感謝して 里杏

133 照れくさい　なかなか言えない　ありがとう なつみかん 187 背向いても　戻れる場所を　灯す母 里杏

134 起こしても　起こさなくても　キレられる 無一文 188 親子だね　泣きも笑いも　同じツボ 里杏

135 厚化粧 子より張り切る 参観日 タンポポ 189 良いデキは 自分譲りと 譲らぬ父母 里杏135 厚化粧　子より張り切る　参観日 タンポポ 189 良いデキは 自分譲りと 譲らぬ父母 里杏

136 涙出る　娘からの　ママ大好き めぐ 190 喧嘩もし　許し癒しの　繰り返し 里杏

137 親の背が　まぁるくなって　親孝行 土呂小町 191 母になり　ようやく響く　親の愛 里杏

138 両肩に　妻子四人が　乗っている 海峡ちどり 192 おんぶした　昔は祖母で　今は僕 ヒロコロ

139 鏡見て　髭の濃いのは　親譲り 西原悦郎 193 姉妹のふり　したって無駄よ　脚線が ひなた猫

140 よりにより　親子で食べる　親子丼 西原悦郎 194 コピーだね　娘むくれる　母の横 ひなた猫

141 親子ゆえ　腹立つことも　治め入り 西原悦郎 195 似ぬ親子　言われ体質　だけは似て ひなた猫

142 愛想なし　わが娘ゆえ　言葉なし 西原悦郎 196 川の字が　夜が明けると　エッチの字 ちょいまる親父

143 不勉強　だれに似たか　わが息子 西原悦郎 197 露天風呂　後ろ姿は　うりふたつ ねこママ

144 母の日に　父子揃って　プレゼント ナフタリン 198 後光射し　七光りにも　あと一歩 アスパラ職人

145 湯豆腐は　フーフーしなと　孫が言う ナフタリン 199 へその緒に　無二の力を　看る絆 アスパラ職人

146 次男坊　ぶっきらぼうに　はい土産 ナフタリン 200 鼻タレが　逝った親父を　越えた春 アスパラ職人

147 ねだる時　いつもとちがう　声だして コアラ 201 親子です　イクラとサザエ　町子流 アスパラ職人

148 参観日　親参加リレー　どっちが子？ ももかん 202 パパ帰り　今日の遊びが　決まってる ゴンちゃん

149 いつの間に　子に負ぶわれる　歳になり はるまろ 203 出張の　顔もほころぶ　電話口 ゴンちゃん

150 父母ふたり　口を揃えて　子の自慢 はるまろ 204 疲れ飛ぶ　元気な子らの　はしゃぎ声 ゴンちゃん

151 ワンワンと　言ってた娘が　母となり はるまろ 205 まん丸の　ほっぺぷにゅぷにゅ　愛おしい ゴンちゃん

152 子の留守に　限り我が子を　褒める父 はるまろ 206 失恋を　重ねて強く　わが息子 やーくん

153 子をそしる　口元に愛　にじみ出て はるまろ 207 気がつけば　見上げて話す　わが息子 やーくん

154 んぎゃーと　一声シアワセ　おすそ分け ゆでぃぁ 208 いつまでも　一緒に入ろう　親子風呂 やーくん

155 きがつけば　同じ育児を　わが息子 せんちゃん 209 嫁ぐ子の　プランで歩く　親子旅 中年やまめ

156 寝坊の子　はねた髪まで　親そっくり 4匹の子ヤギ 210 赤ちゃんに　もまれて育つ　パパとママ 中年やまめ

157 もみあらい　土の香りが　一得点 4匹の子ヤギ 211 子との距離　縮めた医師の　所見欄 中年やまめ

158 期待せど　親子の絆　可視ならず 森久乃 212 親からの　期待でかくて　思案の子 パンダ1223

159 産声を　親子できいた　この良き日 かおりん 213 悪の芽を　きれいにとった　親心 パンダ1223

160 お父さん　お化ごっこで　娘泣く ギャグマン 214 朝も見た　子の顔見たい　父兄席 ジャムチェ

161 お父さん　娘嫌がる　ぶちゅちゅのチュー ぎゃぐまん 215 子の寝顔　明日も仕事　頑張るか まささん

162 思考から　嗜好まで違う　けど家族 海風 216 双子生み　両手はいつも　宝物 ふぁの



217 婿の顔　一目見て今　安堵顔 TAKKAI 271 流し目が　似てる三代　旅一座 大魔神

218 父親へ　あいさついらぬ　そっと行け TAKKAI 272 返ったら　親父飲もうと　メール来る 飲ん平

219 嫁に行く？　そんな日が今　われ涙 TAKKAI 273 服を買う　娘の丈も　考えて 親娘

220 化粧せよ　化粧してみて　化粧どう？ TAKKAI 274 口癖は　親子代続々　何代続く？ リコちゃん

221 参観日　遅れてそっと　入りおり TAKKAI 275 誕生日　クリスマスとコラボで　パーティよ リコちゃん

222 言い放つ　言葉のすみに　思いやり TAKKAI 276 時々は　背中を流す　親子の湯 かけ流し

223 寝姿に　親子を感じ　布団かけ TAKKAI 277 母がした　ように子供を　しつけてる あずき

224 姉妹かと　聞かれて母は　ご満悦 だるまちゃん 278 困ったら　母のしたこと　思い出す あずき

225 母娘には　銀河系並み　絆あり アスパラ職人 279 妻と娘よ　俺も仲間に　その会話 ゆいとじい

226 教えてた　人の何かを　教えられ お酢 280 白無垢に　娘が袖通す　春を待つ ゆいとじい

227 ナマイキが　徐々に説得　力を魅せ お酢 281 ねんねした　遊び疲れて　パパが先 ゆいとじい

228 いつからか　俺より酒が　強くなり お酢 282 ままごとも　パパによく似て　尻しかれ ゆいとじい

229 長男に　負けて嬉しい　腕相撲 なほぱぱ 283 器用だった　母の作品に　涙す私 森久乃

230 発表会　親を探して　手を振る子 夢香 284 子と出会い　共に育って　親となり カズちゃん

231 父さんが　夜食を作る　受験の子 酒乱Ｑ 285 里帰り　ママが娘に　早変わり そら

232 親似だと　自慢をしたり　怒ったり きんちゃん 286 額入りの　孫のお絵描き　増大中 カトレア

233 寝静まり　寝顔見ながら　反省し ボンバー 287 バッグには　お手製孫の　ストラップ 浮き雲

234 親子にて　食卓囲むは　父自慢 かる吉 288 見え隠れ　ふるさと便に　母の愛 りんどう

235 親離れ　子離れをして　また親子 七味 289 親父から　相続したのは　無口だけ 七味

236 結婚式　わが子まさしく　乳(父)離れ 殖産人 290 マザコンも　いわゆる一つの　親孝行 七味

237 大きな子　服サイズ無い　幼稚園 殖産人 291 子にうつる　俺の生まれの　国訛り チデンシンヤ

238 頭掻く　子の仕草こそ　我を見る 殖産人 292 目覚ましが　ボディプレスの　日曜日 チデンシンヤ

239 負うた子が　今はその子供を　負うている 殖産人 293 腹に向け　手耳口当て　君を待つ おおたえりこ

240 負うた子に　いつの間にやら　背負われて 殖産人 294 我が子供　二十歳過ぎても　我が親 もたももた

241 遠くても　くしゃみでわかる　父がいる ぷいこると 295 出産の　痛みはすでに　子の笑顔 もたももた

242 孫入学　父母子姿　清々し 森久乃 296 不器用な　親に似た子が　いとおしい みゃんくん

243 おかあさん いつもお財布 ありがとう あい 297 親子だね 違いが分かる 口と腹 みゃんくん243 おかあさん　いつもお財布　ありがとう あい 297 親子だね 違いが分かる　口と腹 みゃんくん

244 川の字に　寝てる姿は　金太郎飴 大神楽 298 子は親に　親は無邪気な　子にかえる みゃんくん

245 ママと呼ぶ　声にみんなで　振り返る しきけい 299 深まるよ　親子の絆　キャンプ場 みゃんくん

246 そばにいて　笑みも涙も　いっしょにね ミノリア 300 離れても　親子の絆　増すばかり みゃんくん

247 かあさんと　けんかをしても　仲直り ぽっぽえ 301 口開けて　テレビ眺める　嫁と児ら ゆうかん

248 あなたが　いてくれるだけで　母は幸せ 柊 302 手を焼いた　娘（こ）も子育てに　四苦八苦 ももんが

249 増えていく　子供の歳と　笑いじわ りらるる 303 「おふくろ」は　カノジョの前で　実は「ママ」 けい

250 夢中で　粘土遊びを　親がする りらるる 304 似なくていい　とこ似てる子が　愛おしい ふむふむ

251 ありがとう　子供に言われ　泣いちゃう りらるる 305 いろいろと　あって良かった　子育ては あ！加藤九郎

252 お母さん　育ててくれて　ありがとう りら 306 受験生　そっとしておく　終わるまで ちょいまる親父

253 夢見たよ　会いたくなった　お父さん みっちゃん 307 誰に似た　鼻高々の　家族愛 ちょいまる親父

254 「ママこっち」　車道側歩く　オムツ紳士 ほれてまうやろ 308 親子似は　なくて七癖　何気なさ ちょいまる親父

255 そっくりねと　言われた母には　やさしいえがお イブにゃん 309 何気なく　なくて七癖　DNA ちょいまる親父

256 時々は　服借り姉妹に　見てもらう 敬ちゃん 310 腕相撲　父に圧勝　母ホロリ アキ

257 幼稚園　モテ期の息子　早や中年 シルバ 311 水弾く　娘の肌に　嫉妬して アキ

258 イケメンの　息子今では　イクメンに シルバ 312 子の受験　父母ウンを　我慢する アキ

259 今孫が　息子に代わり　脛かじる ペケポン 313 好き嫌い　すべて飲み込み　笑う母 あーさまま

260 イクメンが　帰省疲れで　孫の世話 ペケポン 314 酔えばまた　親子に返る　垣根越え 仁

261 子のしぐさ　昔見たよな　孫そばに ペケポン 315 親が子を　子が親見てる　マイホーム ながちゃん

262 懐かしき　子育て親も　育てられ ペケポン 316 乾杯が　こんなに嬉しい　子の二十歳 宮のふみ

263 里芋の　親は嫌われ　子芋モテ 匿名 317 子の寝顔　見れば明日も　頑張れる 宮のふみ

264 子の声が　妻と思って　立上がり 匿名 318 髪梳いて　ハグに頬ずり　子に恋す 傀儡師

265 抱いた子に　なんぼになった　歳聞かれ 匿名 319 肩車　すれば遠くへ　旅立つ子 傀儡師

266 ほほえまし　ママと呼ばれる　娘みて 菜緒 320 掌に　乗せてたんだよ　ほんとだよ 傀儡師

267 桜咲き　あなたが産れた　日を想う 菜緒 321 早や二十歳　覗いちゃダメよ　お父さん 傀儡師

268 子連れのしぐさ　アラアラ不思議　自分だヨ ココア 322 親の顔　見せてやるよと　母メーク アスパラ職人

269 子供から　便り無いのは　良い知らせ 黒色ジョン 323 娘（こ）から孫　子育て言葉は　受け継がれ 愼ちゃん

270 母親の　肩コリほぐす　子の揉み手 黒色ジョン 324 父真似た　生き方目指し　叱られる かきくけ子



325 よく怒る　父に塩分　なお減らす かきくけ子 379 似てしまう　いいとこよりも　悪いとこ たおやめ

326 安すぎる　父の価格を　子が査定 かきくけ子 380 叱ってた　子に叱られて　苦笑い ひよどり

327 面白さ　育ててみなきゃ　分からない こねこね 381 声変わり　したらそっくり　親子だね ひよどり

328 イケメンじゃ　ないが息子の　顔が好き こねこね 382 参観日　顔みりゃわかる　組み合わせ 幸子

329 お宝は　子よりも勝る　物はなし こねこね 383 母親に　激似の息子で　笑い産む 幸子

330 夫がいて　夫の小型も　横にいる こねこね 384 息子産み　笑いも生んだ　親激似 幸子

331 子の寝顔　幾つになれど　癒される こねこね 385 同じです　寝相に寝ぐせ　口ぐせも ぽにょん

332 似てるねと　言われて嬉しき　歳になり カジ 386 「似ろ」は似ず　「似るな」が似てる　ＤＮＡ ヒメ父

333 オヤジから　ジイちゃんと呼ぶ　親を持ち カジ 387 「ウリ」２つ　というよりも　同じ「ウリ」 ヒメ父

334 くちずさむ　父のコブクロ　歌詞ちがう Ｍ．Ｔ 388 好物を　子供に譲り　高楊枝 ヒメ父

335 グチる母　なだめる私は　母の母 Ｍ．Ｎ 389 孫叱る　娘に若き　妻を見る ヒメ父

336 朝響く　スズメの声と　母の声 Ａ．Ｏ 390 カート引く　母とお散歩　ショッピング ふっきー

337 母と祖父も　一人加はり　いへ談義 Ｍ．Ｈ 391 親知らず　我が子の成長　気づかずに ガンダム

338 母の日に　わが子訪問　上機嫌 さとうくにお 392 つないでる　手と手心が　あったかい ゆきみ

339 三世代　親子和ます　母の味 クジラ 393 かあさんに　顔と好みと　癖いっしょ ゆきみ

340 親離れ　してから親の　愛を知る クジラ 394 遺伝子の　凄さを感じる　参観日 Ｒママ

341 真っ直ぐに　育ててくれた　親の愛 クジラ 395 子の熱で　母さん風邪も　忘れてた つぼさんご

342 わが家族　母の手腕に　支えらる クジラ 396 娘の背　妻に似ていて　ギョッとする つぼさんご

343 親子でも　いつもひと言　「ありがとう！」 クジラ 397 包んだ手　今は私が　包まれる そらいろひつじ

344 風呂漬かり　大きな声で　唸る父子 肉球ぷにゅぷにゅ 398 反抗を　する度大きく　なっていく そらいろひつじ

345 星眺め　親子で描く　新星座 ゆうかん 399 抜かすなら　先ず体重を　超してくれ かれん

346 合格に　ご馳走並べ　祝う春 タンポポ 400 然るべき　時に叱れば　子は育つ ナフタリン

347 親と娘の　浮きのごとくに　喜怒哀楽 山りんご 401 逆上がり　ママできたよと　跳んで来た ナフタリン

348 孫達の　笑顔が娘の　親孝行 山りんご 402 父さんに　九九を習った　冬の風呂 ナフタリン

349 ほやほやの　パパママ汗だく　全力で 山りんご 403 参観日　跳び箱５段　跳べました ナフタリン

350 バースディ　孫がアシスト　逆上がり クレマチス 404 トンビの子　トンビでいいよ　愛おしい りんご飴

351 得意技 グーしか出さぬ もみじの手 かた こりこ 405 段々と 遠慮しつつも しなくなり ギャグマン2号351 得意技　グーしか出さぬ　もみじの手 かた こりこ 405 段々と 遠慮しつつも しなくなり ギャグマン2号

352 早いもの　屋台で酒を　飲める仲 ひねた猫 406 買い物を　したい時だけ　来る娘 南武線の旅人

353 趣味が咲く　親はユニクロ　子はアルマーニ ひねた猫 407 振り向けば　必ず母の　檄・叱咤 紫ょん

354 少しずつ　白糸結ぶ　親子連れ ひねた猫 408 母似だと　言われて拗ねる　パパ・ゲノム とれびの

355 ハンサムね　産声同時　歓声が どらまま 409 特売日　乳児抱っこし　２人分 とれびの

356 喧嘩した　後も隣で　眠る羽目 七星山河 410 親譲り？　子の口癖に　聞き覚え パパノミクス

357 里帰り　娘も孫に　変身し クロージン 411 内定の　子供の会社の　株を買う パパノミクス

358 はいパパに　試作山盛り　バレンタイン ひで吉 412 お迎えに　初対面でも　保母判る 幸子

359 家族あり　仕事もバリバリ　やる私 やなやな 413 初対面の　保母が助かる　子と激似 幸子

360 家族もち　自信が増えた　三十代 やなやな 414 待ち受けは　五歳のときの　娘なの でめちゃん

361 父似だに　いやだと泣いた　娘が母に まことちゃん 415 母の味　コツ覚えてる　リケ娘 でめちゃん

362 爺ちゃんが　老人ホームで　モテはじめ ター坊ママ 416 介護する　娘忘れぬ　エンディング でめちゃん

363 いつまでも　親と思うな　思わぬ子 もくず 417 母娘　羊群れする　トレンディ でめちゃん

364 気が強い　嫌なとこまで　似てしまい さわやん 418 子どもらに　美田遺さぬ　いい親父 たかさま

365 みため顔　性格まで似る　親子です さわやん 419 批判の目　ときに光らす　子の育ち 翔のんまな

366 遺影見て　そんなに私　似てますか？ さわやん 420 誰の子か　ひと目でわかる　下がり眉 つぼさんご

367 いいところ　自分に似てると　両親が カジ 421 運動会　コピーがずれて　いる息子 泉州のあすなろ

368 悪いとこ　隔世遺伝の　せいにする カジ 422 子と競う　ゲームで親を　忘れ去る ダンディムラムラ

369 親の背が　小さすぎると　子が嘆く ダンディムラムラ 423 せにおわれ　あったかいんだから〜　おもいでに 誰やねん

370 誕生日　わが子の嬉しい　サプライズ 匿名 424 左手の　中に娘の　右手あり いつまでも
つないでね

371 コンサート　親子で合唱　腹の虫 ぽにょん 425 親の夢　だんだんしぼみ　子が育つ いしざわ　こーど

372 母怒り　怒り返すと　父怒る M.Y 426 子は卒業　子から卒業　できぬ妻 いしざわ　こーど

373 雰囲気で　子の親分かる　参観日 Ｒママ 427 神童と　思っている間の　幸せさ いしざわ　こーど

374 似なくても　いいところだけ　何故か似る Ｒママ 428 子の脛を　齧じられた分　齧りたい いしざわ　こーど

375 似てほしい　ところは何故か　似てこない Ｒママ 429 手抜きして　育てた子らの　親思い いしざわ　こーど

376 ＤＮＡ　凄さを実感　参観日 Ｒママ 430 生意気も　寝顔可愛い　反抗期 ママン

377 ゼロ歳児　何にしようか　ホワイトデー かめのこ 431 初めての　手作り料理は　母親に 大和時雨

378 誰の子だ　同じ顔した　愛娘 かめのこ 432 乳母車　押した母乗せ　車椅子 笑美子



433 親子だね　笑うとえくぼ　笑いじわ おさぼう

434 生まれたて　天使がいまや　反抗期 りらら

435 一緒に　笑って泣いて　親になる やまさん

436 ありがとう　あなたを産めて　幸せよ るるら

437 生まれたて　小さな命　抱きしめる じのの

438 好きな物　早い者勝ち　親子だね じのの

439 工夫して　完食目指す　好き嫌い じのの

440 口癖が　似てきて嬉し　ちょっと嫌 こぱんだ
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